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事務事業評価シート
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１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要
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５．今後の方向性（担当室による内部評価）

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画 　元小学校教員が「ピカ１先生」となって市内の公立・私
立すべての保育所（園）及び認定こども園、幼稚園を巡
回し、「しっかりつなぐ育ちのバトンカリキュラム（試行
版）」に基づく「ことばあそび」「からだつくり」「ものづくり」
等の保育実践を行います。事前・事後には、幼稚園教
諭・保育士・保育教諭と検討会をもち、小学校への接続
を見通した保育内容・指導方法について検討・検証を行
います。

H.29年度（事業量・取組実績） H.30年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

事務局で作成した年間スケ
ジュールに沿って、公立私立
の２０園に、「ピカ１先生」が年
間４回程度巡回し、保育活動
を行う。幼児が、園にいながら
普段の保育時間とは気持ちを
切り替えてピカ１先生による体
験を楽しく受けることにより、
小学校生活に安心して向かう
気持ちを育て高められるよう
にする。
平成３０年度は、幼児教育ア
ドバイザーと共に巡回し、保育
実践及び検討会を行い、「しっ
かりつなぐ育ちのバトンカリ
キュラム（指導版）」の検証に
反映させる。

H.31年度（事業計画） H.32年度（事業計画） H.33年度（事業計画）

「ピカ１先生」が市内
全ての保育所（園）及
び認定こども園、幼
稚園を巡回し、「しっ
かりつなぐ育ちのバト
ンカリキュラム」に基
づく保育実践を行うこ
とにより、就学前段
階の幼児が小学校
への見通しと期待感
をもてるようにする。

「ピカ１先生」が市内
全ての保育所（園）及
び認定こども園、幼
稚園を巡回し、「しっ
かりつなぐ育ちのバト
ンカリキュラム」に基
づく保育実践を行うこ
とにより、就学前段階
の幼児が小学校への
見通しと期待感をもて
るようにする。

「ピカ１先生」が市内
全ての保育所（園）
及び認定こども園、
幼稚園を巡回し、
「しっかりつなぐ育ち
のバトンカリキュラ
ム」に基づく保育実
践を行うことにより、
就学前段階の幼児
が小学校への見通し
と期待感をもてるよう
にする。

事業内容

(H.30)No. 1502 (H.29)No. -

事務事業名 ばりっ子ピカピカ小１学級体験プロジェクト
会計区分 事業コード 464801
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

教育費 ばりっ子ピカピカ小１学級体験プロジェクト

担当部局名 担当室名 室長名 教育総務費 （小事業名）

生きる力を育む教育の推進 元小学校教員である「ピカ１先生（通称）」の活動により、就学前
段階の子どもたちが、小学校への見通しと期待感をもてるよう
になることをねらい、いわゆる小１プロブレムを解消し、就学前
から小学校へのスムーズな接続を実現させる。

施 策 学校教育

重点プロジェクト 2.若者定住促進プロジェクト

教育委員会事務局 学校教育室 中森　早苗 教育振興費 ばりっ子ピカピカ小１学級体験プロジェクト

総
合
計
画

政 策 豊かな心と健やかな体を育み暮らせるまち 事業目的（めざす効果）

基本施策

H.31年度
（計画予算）

H.32年度
（計画予算）

H.33年度
（計画予算）H.28繰越分 H.29現年分

①直接事業費 968千円 968千円 968千円

H.29年度（決算見込） H.29年度(作成時予算額)

H.29繰越分 H.30現年分

968千円

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　）

388千円 388千円 388千円

①+②総事業費 0千円 0千円 1,356千円 1,356千円 1,356千円

0千円 388千円

0千円 1,356千円

②概算人件費 0千円 0千円

0.05人 0.05人 0.05人

臨時職員等 0.01人 0.01人 0.01人

0.05人

0.01人

0 0 0

地方債

484

一般財源 0 0 968 968 9680 484

 【選択肢】　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合（予定含む）、休止（予定含む）、廃止（予定
含む）、事業完了（予定含む）

継続（現行）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

就学前教育と学校教育とのスムーズな接続をめざし、関係者が連携して取組を検証し、改善して
いくことが必要です。

第二次名張市子ども教育ビジョン
ばりっ子すくすく計画（第３次）

４．担当室による事務事業の点検

事前・事後の検討会を充実させ、幼児の小学校へ期待感がより高まるよう、保育内容・指導方法を工夫します。

考察（H.29年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）


